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金
滞
古
蹟
志
巻
十
五

は
伊
藤
内
鰐
等
川
除
方
御
用
を
主
附
き
勤
め
た
り
。
共
頃
は
事
に
委

し
き
翠
を
し
て
、
営
座
役
と
し
て
命
ぜ
ら
れ
し
ト
抗

rり
。
と
い
へ

り
。
さ
て
後
に
は
、
郡
地
は
定
検
地
奉
行
、
町
地
は
川
除
普
請
奉
行

の
手
に
て
修
繕
方
申
付
け
た
り
と
ぞ
。
然
る
を
明
治
庭
藩
の
際
、
右

J

定
小
屋
を
鹿
し
、
圏
内
の
建
物
を
取
段
ち
‘
竹
林
は
悉
く
伐
取
り
、

明
治
三
年
七
月
共
の
跡
地
を
ぽ
町
地
と
た
し
、
町
名
を
旭
町
と
呼
ぴ

注
し
、
地
所
梯
下
げ
に
相
成
り
、
此
の
地
に
這
々
小
家
共
を
建
築
せ

り
。
旭
町
の
町
名
は
元
よ
り
古
名
に
も
あ
ら
宇
。
故
に
今
は
此
の
町

名
を
慶
し
て
、
上
川
除
町
へ
属
せ
し
め
た
り
。

O
御
仲
間
町

泰
雲
公
年
譜
に
、
明
和
五
年
七
月
廿
六
日
夜
四
牛
時
、
法
然
寺
前
回

辻
御
仲
間
町
よ
り
出
火
、
小
家
二
十
八
軒
焼
失
、
段
家
十
軒
許
。
と

あ
り
。
今
此
の
町
名
絶
え
た
り
し
か

E
、
法
然
寺
前
四
辻
と
あ
れ
ば
、

上
川
除
町
の
末
を
ぽ
呼
ぺ
る
た
る
べ
し
。
そ
の
か
み
仲
間
の
組
地
な

り
し
と
聞
ゆ
。

。
仲
間
小
者
事
略

奮
海
中
は
御
仲
間
と
稀
し
、
務
侯
の
召
馬
及
び
貸
馬
の
御
者
を
呼
ぺ

り
。
故
に
御
厩
の
御
仲
間
と
も
唱
へ
、
馬
奉
行
の
裁
許
・
な
り
。
高
治

二
回

三
年
七
月
家
屋
敷
立
引
料
の
定
曹
に
、
本
臨
御
小
人
御
草
原
取
・
御

馬
捕
七
拾
固
と
見
ね
た
る
馬
捕
は
、
即
ち
仲
間
小
者
が
事
也
。
按
宇

る
に
、
仲
間
の
名
目
は
汲
古
北
徽
鍛
に
載
せ
た
る
暦
勝
三
年
得
江
九

郎
額
員
申
z
越
前
園
軍
忠
敢
に
、
今
年
八
月
十
七
日
。
構
昌
向
城
於
藤

嶋
内
丸
岡
-
之
慮
。
自
目
黒
丸
城
-
凶
徒
打
出
之
問
。
馳
a
向
一
陣
-
致
a
合

融
制
吋
一
遁
=
範
御
敵
於
城
中
吋
抽
a
日
々
寧
忠
吋
同
廿
目
押
=
寄
黒
丸
城
大
手
吋

額
員
不
v
惜
=
身
命
-
攻
職
之
刻
。
中
間
源
四
郎
被
'
焼
。
姉
御
随
而
遁
昌
落
綾

城
-
詑
。
と
見
h
.
ま
た
同
人
の
申
=
寧
忠
-
般
に
‘
暦
臨
二
年
六
月
廿

九
日
。
凶
徒
等
寄
昌
来
経
峰
城
-
之
問
。
箆
=
後
攻
-
額
員
馳
=
向
一
陣
日
抽
a

軍
忠
-
之
刻
。
中
間
左
近
次
郎
信
忠
被
v
焼
。
蛾
酬
と
あ
り
。
蔭
涼
軒
季

韓
日
銀
に
、
延
徳
二
年
二
月
十
六
日
。
磯
部
若
熊
一
人
・
中
間
二
入
賞

座
被
v
討
。
討
手
=
…
僚
殿
被
官
云
々
。
と
も
見
ね
た
り
。
白
山
宮
班
鍛
勝

中
記
録
に
、
貞
治
二
年
五
月
廿
一
日
晩
景
。
働
限
坊
中
間
又
次
郎
男

自
a

恩
一
中
-
登
山
。
遇
昌
萩
嶋
一
之
時
。
金
叙
宮
枇
官
河
口
又
次
郎
河
狩
之

後
。
酒
宴
酔
狂
。
於
昌
路
次
-
行
昌
過
彼
中
間
晃
一
無
v
端
致
昌
悪
口
-
之
問
。

既
及
=
珍
事
-
云
々
。
友
ど
い
へ
る
事
も
見
ゆ
。
此
の
外
太
平
記
等
に
か

れ
と
れ
見
ね
た
り
。
仲
間
と
も
中
間
と
も
あ
り
て
、
此
の
名
目
の
起

原
は
い
か
な
る
よ
し
・
な
る
か
‘
い
ま
だ
詳
・
な
ら
宇
。
大
嘗
合
記
K
.

! 

線
J

合
入
、
東
鑑
に
御
厩
舎
人
と
あ
り
。
是
仲
間
の
本
名
な
る
べ
し
。

徒
然
草
に
、
河
に
て
馬
あ
ら
ふ
を
の
と
と
あ
る
も
、
仲
間
が
事
た
り
。

今
俗
に
別
賞
と
呼
ぺ
り
。
別
賞
は
い
に
し
へ
朝
廷
の
御
牧
の
長
官
な

り
。
延
害
鳥
寮
式
に
、
信
浪
・
甲
斐
・
上
野
三
園
佳
E

物
壁
一
武
減
闘
佳
品

別
賞
吋
と
見
b
‘
政
事
婆
時
に
、
武
擁
立
野
牧
等
の
別
賞
の
事
見
b
、

痛
藤
別
賞
質
盛
も
武
臓
の
牧
馬
の
別
賞
也
と
い
へ
り
。

。
法
然
寺
前

奮
藩
中
は
法
然
寺
の
門
前
地
在
る
が
故
に
、
法
然
寺
門
前
と
呼
び

て
、
戸
数
五
・
六
戸
あ
り
て
、
地
予
を
ば
法
然
寺
へ
納
め
た
り
。
寺
記

に
、
享
保
十
七
年
秋
門
前
地
願
相
叶
。
と
あ
り
。
按
宇
る
に
、
明
和

二
年
山
伏
質
商
寺
由
緒
書
に
、
享
保
年
中
ま
で
は
、
法
然
寺
近
越
ま

で
川
原
に
て
、
家
建
も
ま
ば
ら
た
る
を
‘
享
保
十
年
頃
よ
り
新
地
子

地
と
成

p.
迫
々
町
家
を
建
て
、
今
の
如
〈
町
立
出
来
す
。
と
見
h
、

法
然
寺
由
来
容
に
、
享
保
十
五
年
百
姓
町
よ
り
此
地
へ
移
縛
す
。
と

あ
り
。
さ
れ
ば
移
鱒
後
門
前
地
に
町
家
建
の
事
を
出
願
し
、
享
保
十

七
年
の
秋
許
可
あ
り
し
と
開
ゆ
。
右
門
前
地
の
往
来
川
除
町
と
の
携

は
.
A
5
7
も
坂
の
如
く
.
川
除
町
は
高
み
た
り
。
此
の
高
み
の
際
は
往

昔
は
河
原
よ
り
堤
防
へ
登
る
遺
あ
り
て
‘
所
繭
叩
川
町
戸
に
て
有
り
た
る

金
滞
古
蹟
志
巻
十
五

よ
し
、
古
老
の
停
綾
子
v
今
残
れ
り
と
ぞ
。
是
古
堤
防
の
み
た
り
し
時

の
事
た
る
べ
し
。
さ
て
明
治
四
年
四
月
町
名
改
正
の
時
、
法
然
寺
門

♀
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前
の
掛
併
を
厳
し
、
梅
枝
舟
場
町
を
合
併
し
.
梅
枝
町
と
な
し
、
門
前

地
の
家
屋
共
を
袋
に
属
せ
し
め
た
り
と
い
へ
ど
も
.
後
又
改
め
て
松

本
町
と
な
し
た
り
。

。
影
向
山
法
然
寺

浮
土
宗
也
。
由
来
書
に
一
試
ふ
。
開
組
屋
血
管
貞
雲
和
尚
慶
長
八
年
建
立
。

寺
地
は
地
子
地
に
て
、
最
前
は
百
姓
町
に
在
v
之
庭
、
九
代
来
窓
之

時
、
亭
保
十
五
年
犀
川
川
上
新
町
今
之
地
へ
移
縛
仕
る
。
と
あ
り
。

奮
停
の
寺
記
に
は
、
開
基
廓
蓮
枇
億
血
管
貞
逗
.
慶
長
八
年
創
立
。
四

世
秀
春
慶
安
三
年
七
月
以
来
鴛
a
住
職
吋
凡
五
年
。
子
v
時
法
用
勤
修

席
.
卯
辰
心
蓮
枇
現
住
と
座
次
の
誇
に
依
り
て
.
承
廊
三
年
三
月

僻
職
す
。
夫
よ
り
高
治
二
年
ま
で
六
年
間
無
位
に
て
、
平
備
を
置

き
て
看
司
せ
し
む
。
此
の
聞
に
僧
家
改
宗
し
‘
或
は
他
抵
の
寺
院
へ

縛
巳
、
寺
衰
慶
破
壊
に
及
ぺ
り
。
そ
の
以
前
は
鎮
西
波
た
り
し
底
、

λ
坂
安
楽
寺
の
住
職
容
館
、
心
蓮
祉
に
乞
う
て
西
山
減
の
地
と
な

し
.
高
治
.
三
年
二
月
よ
り
再
興
を
替
み
、
看
司
を
置
き
、
本
堂
を
再

建
す
。
共
成
功
畢
る
に
及
び
、
延
寅
二
年
の
春
安
紫
寺
よ
り
賞
寺
へ

ご
五




